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１．はじめに

　言語表現の使い分けは，話者の語用論的能力を反映し，
コミュニケーションを円滑に進めるために重要である。言
語の語用論的側面には，解釈に特定の視点を要求する
「直示」や，疑問文の答えのなかの疑問詞に対応する部
分である「フォーカス」，間接的な表現を使う「会話の含
意」といったものがあり，「直示」には話し手から聞き手
への敬意を表す「丁寧語」がある1）。友達，教師，上司

等，自分と相手との関係や状況によって適切な言語表現
を選択するなかで丁寧表現が求められる。丁寧語は，社
会的な上下関係だけでなく，話し手からの親疎によって
も使い分けられる。日本語では，代表的な表現として「～
です」「～ます」等の文末表現が挙げられる。
　Nakamura2）は，1 ～ 6歳の対象児に，さまざまな人
（親，兄弟，なじみのない大人など）といろいろな活動
（ロールプレイ，制作など）に参加させ，発話を記録，分
析した。その結果，3歳までに「～です」「～ます」とい
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う表現を使用していた。最初は大人の言葉を繰り返す形
で丁寧語を頻繁に使用し，年齢と共に相手によって使い
分けることができるようになっていくという結果であっ
た。
　学習指導要領解説自立活動編の［6コミュニケーショ
ン］の区分の中の［5状況に応じたコミュニケーション］
の項目にも記されているように，コミュニケーションを
円滑に行うためには，話し相手と聞き手との人間関係や，
その時の状況を的確に把握することが重要である。また，
場面による言語表現の使い分けは［3人間関係の形成］
とも関連する。
　しかし，知的障害児や自閉スペクトラム症児の言語表
現の使い分けや，丁寧語の使用については詳しいことは
明らかになっていない。また，知的障害児や自閉スペクト
ラム症児は人と人との関係や周囲の状況を把握すること
に困難を示すことが指摘されている3）。知的障害児や自閉
スペクトラム症児が様々な人と関わる中で，適切な言語
表現を選択し，円滑なコミュニケーションをとることがで
きるように支援するためには，まず知的障害児・自閉症ス
ペクトラム症児の言語表現の特徴について明らかにする
必要がある。
　よって本研究では，教員への調査を行い，知的障害児・
自閉スペクトラム症児が場面によって丁寧表現を使い分け
ることができるか明らかにすることを目的とする。そして，
場面や人に応じて適切な言語表現を選択できるようになる
ためにはどのような支援が必要なのかを考察する。

２．方　法

２－１．対象
　特別支援学校教員小学部27名，中学部14名を対象と
して以下の内容でアンケートを行った。アンケートは，
41部配布し，35部回収できた（回収率85.4%）。回収で
きた質問紙に対応する児童・生徒数は小学部85名（ダウ
ン症児15名，ダウン症を除く知的障害児22名，自閉スペ
クトラム症児48名），中学部58名（ダウン症児8名，ダ
ウン症を除く知的障害児17名，自閉スペクトラム症児33
名）であった。学校の管理職に文書で目的および実施方
法に関する依頼文書を提出し，承諾を得て実施した。

２－２．アンケート
　アンケート調査では，障害種や，小学部・中学部によ
る言語表現の使い分けの違い，特別支援学校における丁
寧表現の指導の実態の2点を明らかにすることを目的と
した。アンケートの項目は以下の9つである。
① 児童・生徒の実態（障害種，発語の程度，敬語の

有無）
②児童・生徒の敬語の使用場面について
③ 児童・生徒が敬語を使用できない，しない理由につ
いて
④教員と話すときの言葉遣いの指導について
⑤上級生と話すときの言葉遣いの指導について
⑥同級生と話すときの言葉遣いの指導について
⑦乱暴な言葉遣いの指導について
⑧ 特別支援学校において求められる言葉遣いの指導に
ついて
⑨言葉遣いに関する授業実践について

３．結　果

３－１．児童・生徒の実態について
　図1・図 2は，それぞれ小学部・中学部における対象
児の発語について障害種ごとに該当人数を示す。
　小学部において発語がある児童はダウン症児11名，ダ
ウン症以外の知的障害児13名，自閉スペクトラム症児28
名であった。中学部において発語がある生徒はダウン症
児7名，ダウン症を除く知的障害児15名，自閉スペクト
ラム症児28名であった。

図１　対象児における発語の程度の人数：小学部

図２　対象児における発語の程度の人数：中学部
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　図3・図4は，それぞれ小学部・中学部の発語がある
児童・生徒における，丁寧表現を含む敬語の使用率を
障害種ごとに示す。小学部ダウン症児は敬語なしの児童
と場面に限定せず敬語を使用する児童生徒が最も多く
40.0%であった。中学部では授業中のみ敬語を使用する
生徒が最も多く60.0%であった。ダウン症を除く知的障害
児は小学部・中学部共に場面に限定せず敬語を使用する
児童生徒が最も多く，小学部50.0%，中学部81.8%であっ
た。自閉スペクトラム症児は小学部では場面に限定せず
敬語を使用する児童が最も多く65.4%であった。中学部
では授業中のみ敬語を使用する生徒が最も多く41.7%で
あった。

図３　�発語がある児童・生徒における場面ごとの敬語使
用率：小学部（%）

図４　�発語がある児童・生徒における場面ごとの敬語使
用率：中学部（%）

　図5・図 6に，それぞれ小学部・中学部における発語
がある児童・生徒の話し相手ごとの敬語使用率を示す。
ダウン症児は，中学部，小学部ともに全員が教員にのみ
敬語を使用するという結果であった。ダウン症を除く知
的障害児，自閉スペクトラム症児共に教員にのみ敬語を
使用する児童・生徒が最も多かった。全員に敬語を使用
する児童・生徒は小学部，中学部共に自閉スペクトラム

症児のみで15.8%であった。

図5　�発語がある児童・生徒における相手ごとの敬語使
用率：小学部（%）

図6　�発語がある児童・生徒における相手ごとの敬語使
用率：中学部（%）

３－２．言葉遣いの指導の実態について
　表1に，話し相手ごとの言葉遣いの指導を行う教員の
割合を示す。教員と話すときの言葉遣いの指導は，小学
部1 ～ 3年では50.0%，小学部4年～中学部3年では
約90%の教員が行っているという結果であった。上級生
と話すときの言葉遣いの指導は，小学部1 ～ 3年では
0.0%，小学部4 ～ 6年では25.0%，中学部では62.5%の
教員が行っていた。同級生と話すときの言葉遣いの指導
は，小学部1 ～ 3年は30.0%，小学部4年～中学部3年
は約60%の教員が行っていた。

表１　話し相手ごとの言葉遣いの指導を行う教員の割合（%）

　表 2は，小学部・中学部ごとの教員と話すときの言葉
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遣いに関する指導内容についてまとめたものである。数字
は回答した人数を表している。教員と話すときの指導内容
として，小学部では依頼する時に丁寧語を求めるという回
答が最も多く，次いで常に丁寧語を求めるという回答が多
かった。中学部では常に丁寧語を求めるという回答が多く，
次いで依頼する時に丁寧語を求めるという回答が多かっ
た。

表２　教員と話すときの言葉遣いの指導内容

　表 3に小学部，中学部ごとの同級生と話すときの言葉
遣いに関する指導内容を示す。同級生と話すときの指導
内容として小学部では，依頼する時に丁寧語を求めると
いう回答が最も多く，次いで敬称を付けるように指導す
るという回答が多かった。中学部では依頼する時に丁寧
語を求める，敬称を付けるように指導するという回答が
得られた。

表３　同級生と話すときの言葉遣いの指導内容

３－３．�特別支援学校において求められる言葉遣いの
指導内容について

　表 4は，特別支援学校において求められる言葉遣いの
指導内容についてまとめたものである。数字は回答した
人数を示している。特別支援学校における言葉遣いの指
導で必要な内容として，丁寧な挨拶ができるように指導
する必要があるという回答が最も多かった。次いで，相
手を不快にしない丁寧さ，場面や相手による使い分け，
社会参加・就労に向けた指導が多く挙げられていた。ま
た，教員が児童・生徒のモデルとなるように正しい言葉
遣いを心がける必要があるという回答も多かった。

表４　特別支援学校において求められる言葉遣いの指導内容

３－４．言葉遣いに関する授業実践について
　表 5は，言葉遣いに関する授業実践の学年と内容を示
す。数字は回答した人数を示している。特別支援学校に
おいて言葉遣いに関する授業を行ったことがあると回答
した教員は14名であった（小学部4 ～ 6年 4名，中学
部1 ～ 3年10名）。小学部1 ～ 3年での，言葉遣いに関
する授業実践の回答は得られなかった。小学部4 ～ 6年
では，自分に関する発表・報告を行う授業，ふわふわ言
葉とチクチク言葉に関する授業で言葉遣いに関する内容
が取り扱われていた。中学部1 ～ 3年では，場面に応じ
て使い分けの練習を行うという回答が最も多く，次いで
作業学習での挨拶・報告・依頼が多く挙げられていた。
他には面接に向けたやり取りの練習，丁寧な言葉への変
換，暑中見舞いの文作成などが挙げられていた。

表５　言葉遣いに関する授業実践の学年と内容

学年 内容 回答者数

小学部

依頼する時に丁寧語を求める 4
常に丁寧語を求める 3
挨拶する時に丁寧語を求める 1
報告する時に丁寧語を求める 1

中学部
常に丁寧語を求める 5
依頼する時に丁寧語を求める 3

学年 内容 回答者数

小学部
依頼する時に丁寧語を求める 2
敬称を付けるように指導する 2

中学部
依頼する時に丁寧語を求める 1
敬称を付けるように指導する 1

学年 授業内容 回答者数

小学部
4年～6年

自分のことについて発表する授業 2
ふわふわ言葉とチクチク言葉につ
いて 1

です，ますに関する授業 1

中学部
1年～ 3年

場面に応じた言葉の使い分けの練習 3
挨拶の仕方について 2
報告，依頼，返事の仕方について 2
自分のことについて発表する授業 1
面接にむけたやり取りの練習 1
丁寧な言葉への変換 1
暑中見舞いの文作成 1

内容 回答者数
丁寧な挨拶ができるように指導することが必要 8
相手を不快にしない丁寧さを身に付けられるよ
うな指導が必要 7

言葉遣いを場面や相手によって使い分けられ
るように指導が必要 6

社会参加，就労に向けて指導が必要 6
教師がモデルとなり正しい言葉遣いを身に付
けられるようにする必要がある 6

依頼する時の言葉遣いの指導が必要 3
報告・相談の際の言葉遣いの指導が必要 3
SSTと共に言葉遣いの指導を行う必要がある 1
やりもらい文・助詞の間違いが見られるため指
導が必要 1
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４．考　察

４－１．児童・生徒の実態について
　児童・生徒の発語の程度は，小学部では発語なしの児
童がダウン症児4名，ダウン症を除く知的障害児9名，
自閉スペクトラム症児19名であり，中学部ではダウン症
児1名，ダウン症を除く知的障害児2名，自閉スペクト
ラム症児5名であった。このことから学年が上がるにつ
れて，障害種に関わらず発語がある生徒が増えているこ
とが示された。
　発語がある児童・生徒における，場面ごとの敬語使用
率は，ダウン症児は小学部では敬語なし，場面に限定せ
ず敬語を使用する児童が最も多かったが，中学部になる
と授業中のみ敬語を使用する生徒が最も多く，場面に限
定せず敬語を使用する生徒はいなかった。このことから，
ダウン症児は小学部では常にいわゆる「ため口」か，常
に敬語を使用する児童が多いが，中学部になると場面に
よって言語表現を使い分けることができる生徒が多くな
るということが明らかになった。ダウン症を除く知的障
害児は，小学部では場面に限定せず敬語を使用する児童
が50%であったのに対して，中学部では81.8%と増えて
いた。このことから，ダウン症を除く知的障害児は，ダ
ウン症児に比べて場面による言語表現の使い分けをあま
りしないという可能性が示唆された。自閉スペクトラム
症児は，小学部では場面に限定せず敬語が最も多かった
が，中学部では授業中のみ敬語が最も多く41.7%であっ
た。このことから，自閉スペクトラム症児も，場面による
言語表現の使い分けができるようになるということが示
された。
　発語がある児童・生徒における，相手ごとの敬語使用
率は，ダウン症児は小学部・中学部共に全員が教員にの
み敬語を使用するという結果であった。このことから，
ダウン症児は教員など立場のはっきりとした大人には敬
語を使用するが，上級生等年齢の近い子どもには敬語を
使用しないということが明らかになった。ダウン症を除
く知的障害児は教員の他に，同級生や上級生にも敬語を
使用する児童・生徒がいた。自閉スペクトラム症児のみ，
全員に対して敬語を使用する児童・生徒がいた。このこ
とから，自閉スペクトラム症児は，ダウン症児，ダウン
症を除く知的障害児とくらべて相手ごとに言語表現を使
い分ける児童・生徒が少ないということが示された。

４－２．言葉遣いの指導の実態について
　教員と話すときの言葉遣いの指導は，小学部1 ～ 3
年では50%の教員が行っており，小学部4年以上では約
9割の教員が指導を行っていた。このことから，小学部

4年以上から学校生活における言葉遣いが意識され，ほ
とんどの教員が指導するということが分かった。上級生
と話すときの言葉遣いの指導は，小学部1 ～ 3年では
0%，4 ～ 6年では25%であり，中学部になると約6割
の教員が指導するという結果であった。このことから，
上級生に対する言葉遣いの指導は，中学部から意識し始
める教員が増えるということが示された。これは，就職
や社会参加への意識とも関係があるのではないかと考え
られる。また，1年前から新型コロナウイルス（Covid-19）
の影響で他学年との関わりがほとんどないため，指導
する場面がないという回答もいくつか見られた。そのた
めに少し数値が下がっていることも考えられる。同級生
と話すときの言葉遣いの指導は，小学部1 ～ 3年では
30%，小学部4年以上では約6割であった。このことか
ら，上級生と話すときと比べて，同級生と話すときの方
が早くから指導され始めるということが示された。これ
らの結果は，上級生と話す機会が少ないことを反映して
おり，図5・図 6での相手ごとの敬語使用率が教員と話
すときに敬語を使用する児童・生徒が多いという結果と
も関係があると考えられる。
　また，教員と話すときの言葉遣いの指導内容としては，
小学部・中学部共に依頼する時に指導する，常に丁寧語
を使用するように指導するという回答が多かった。この
ことから，小学部・中学部で丁寧語の指導として意識さ
れていることは同じであり，特に依頼場面における指導
が行われているということが明らかになった。
　同級生と話すときの言葉遣いの指導内容としては，小
学部・中学部共に依頼する時に丁寧表現を使用する，名
前を呼ぶときに敬称をつけるように指導を行うという回
答が挙げられた。教員と話すときの指導と同様に，依頼
場面での指導が意識的に行われているということが明ら
かになった。
　特別支援学校において求められる指導内容について
は，丁寧な挨拶や相手を不快にしない丁寧さ，言葉の使
い分け，社会参加，就労に向けた指導が挙げられていた。
学校卒業後や，学校外でのコミュニケーションも意識し
て，指導をする必要があると感じている教員が多いこと
が示された。

４－３．言葉遣いに関する授業実践について
　言葉遣いに関する授業実践は，小学部1 ～ 3年では
回答が得られなかった。表1の，言葉遣いの指導を行う
教員の割合が，小学部1 ～ 3年では少ないことと関係す
ると考えられる。小学部4 ～ 6年では，自分のことにつ
いて発表する授業で敬語を取り扱ったという回答が得ら
れた。小学部4年になると，授業の場面で敬語を使うと
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いうことを意識するように指導する教員がいることが示
された。中学部1 ～ 3年では，場面に応じた言葉の使い
分けや，挨拶の仕方，報告，依頼，返事に関する授業が
多く挙げられていた。他にも，面接に向けたやり取りの
練習等，就労を意識した授業が多く行われていることが
明らかになった。

４－４．今後の課題
　本研究では，特別支援学校に在籍する児童・生徒がど
のような場面，相手に敬語を使用するのかを明らかにす
ることを目的としたが，Covid-19の影響で他学年との関
わりがほとんどないという回答があった。教員や同級生
と話すときの言語表現については情報を収集することが
できたが，上級生・下級生と話すときのデータが少なく
なってしまっていることが考えられる。年齢の近い子ど
もと話す際の言語表現の使い分けについて明らかにする
必要がある。また，本研究では教員への質問紙調査をも
とに検討を行ったが，児童・生徒の日常生活場面での発
話データは収集していない。今後は実際の発話を対象と
して検討していく必要がある。さらに，教員以外の大人
（店員や，地域の大人等）と話す際の使い分けについて
も調査していくことが課題である。
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